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Redesigning a Japanese language curriculum using Can-do statements:  

































図 2 中日アーティキュレーションプロジェクトの全体像 
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 作業によって作成された日本語科目 12 科目（Basis 日本語１AB-6AB）の Can-do リストは以







活動 カテゴリー Can-do本文（日本語） 
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B2.1 活動 産出 論述する いくつかの選択肢の利点と不利な点を挙げて、話題となる問題の視点を説明
できる。 
3B 
B2.1 活動 産出 論述する 理路整然と論拠を並べ挙げることができる。 















































































6A B2.1 活動 産出 論述する はっきりとした議論を展開できる。補助的観点や関連事例を詳細に補足し、
自分の見解を展開し、話を続けることができる。 




















































先生などへの必要な Eメールが書けるようになる。                                                                
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